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 改 訂 履 歴 

日 付    改訂者 改 訂 内 容          

2009/02/03 梶原 初版 

2009/02/23 梶原 改訂１ 動作モードを個別に設定可能に仕様変更。 

2009/03/02 今堀 改訂２ 形名付与およびコード変更。 

2009/03/09 梶原 改訂３ リレー出力の接点電圧・電流の最大値、応答時間 追記。 

2009/05/26 梶原 

改訂４ 

・ “故障種別”の表記を“集合出力”に変更。 

・ タイムチャートの接点信号を個別出力と集合出力に分けて表記。 

2009/06/02 梶原 

改訂５ 

・ リレーの接点出力の最大値を「ＡＣ２５０Ｖ ＤＣ３０Ｖ」から「Ａ

Ｃ３８０Ｖ ＤＣ１２５Ｖ」に変更。 

・ 外部操作入力を追加。 

・ 電圧入力定格の電流値変更。 

2009/10/03 梶原 

改訂６ 

・ 電源の表記を“制御電源”に統一 

・ 絶縁試験及び電圧試験に外部操作入力端子を追加 

・ リレー出力の接点容量を定格負荷で表記 

・ 接点電圧の最大値 電流値追加 

・ 接点電流の最大値 表記削除 

・ 外形寸法 フロントケース及び端子台に公差追加 

・ “応答時間”及び“動作モード”に外部操作入力の説明を追加 

2011/12/01 梶原 改訂７ 刻印の貼り付け場所をパネル表面からパネル内部に変更。 

2016/12/19 白尾 改訂 8 社名変更 

2019/03/02 白尾 改訂 9 未開発の入力・出力仕様に対する記載を削除。 
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１．概要 

本表示器は故障信号を入力することにより、故障項目の表示部のＬＥＤランプ及びバッ

クライトを点灯又は点滅します。 

このＬＥＤランプとバックライトにより、表示内容を鮮明に認識することができます。 

故障信号の入力と同時に、該当の接点信号を端子台に出力します。 

 

２．品名 

故障表示器 

 

３．形名 

ＸＴ－１１０－□－□－□－□ 

  パネル枠 

  無記号：黒（マンセル N1.5） 

    Ｉ：アイボリー（マンセル 0.08GY7.64/0.81） 

 

出力方式 

１：ネジ端子 

 

 

拡張機能 

０：なし 

 

入力 

    ０１：DC 24V×5 回路 

０２：DC110V×5 回路 

０３：AC100V×5 回路 

０４：AC200V×5 回路 

 

４．仕様 

４－１．入力仕様 

 ４－１－１．入力仕様 

  入力仕様は以下の仕様となります。 

・電圧入力仕様 電圧入力５点 

 

  ４－１－２．入力定格 

・電圧入力定格 ＤＣ ２４Ｖ±１５％ 約 １０ｍＡ±１５％ 

ＤＣ１１０Ｖ±１５％ 約４．６ｍＡ±１５％ 

ＡＣ１００Ｖ±１５％ 約４．２ｍＡ±１５％ 

ＡＣ２００Ｖ±１５％ 約２．５ｍＡ±１５％ 

 



(5／12) 

 

  
 

TK-15190 改訂 9 

 

４－２．出力仕様 

４－２－１．出力の種類 

出力の種類は以下の３種類があり、これらは全て無電圧接点です。 

・個別出力 

故障信号を入力すると、その故障項目に対応する個別出力の接点信号を出力し

ます。 

   ・集合出力 

集合出力には重故障出力と軽故障出力の２種類があります。 

・重故障出力 

重故障に設定した故障項目のいずれかに故障信号を入力すると、重故障出

力の接点信号を出力します。集合出力設定で任意の故障項目を重故障に設

定することができます。軽故障との重複設定はできません。 

・軽故障出力 

軽故障に設定した故障項目のいずれかに故障信号を入力すると、軽故障出

力の接点信号を出力します。集合出力設定で任意の故障項目を軽故障に設

定することができます。重故障との重複設定はできません。 

 

４－２－２．出力点数 

 個別出力 （１ａ）５点 

重故障出力（１ａ）１点 

軽故障出力（１ａ）１点 

     

  ４－２－３．リレー出力の接点容量 

・抵抗負荷 ＡＣ２５０Ｖ ５Ａ 

         ＤＣ３０Ｖ  ５Ａ 

   ・誘導負荷（ｃｏｓφ＝０．４、Ｌ／Ｒ＝７ｍｓ） 

ＡＣ２５０Ｖ ２Ａ 

         ＤＣ３０Ｖ  ２Ａ 

 

  ４－２－４．リレー出力の接点電圧の最大値 

・抵抗負荷 ＡＣ３８０Ｖ   ２Ａ 

         ＤＣ１２５Ｖ ０．２Ａ 

   ・誘導負荷（ｃｏｓφ＝０．４、Ｌ／Ｒ＝７ｍｓ） 

ＡＣ３８０Ｖ   １Ａ 

         ＤＣ１２５Ｖ ０．１Ａ 
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４－３．応答時間 

・故障入力信号の最小検出時間 約２０ｍｓ 

・制御電源投入時のシステム立ち上がり時間 約１０００ｍｓ 

・故障入力信号の検出から故障信号出力までの時間 約２０ｍｓ 

・ＲＥＳＥＴスイッチ押下から接点出力の自己保持解除までの時間 約５００ｍｓ 

 （誤操作防止の為、約５００ｍｓとなっています） 

・外部操作入力への入力開始から接点出力の自己保持解除までの時間 約５００ｍｓ 

 

４－４．表示 

・故障表示 ５点 

       

・表示色 

表示部に赤色と黄色の高輝度ＬＥＤランプを配置しています。 

ＬＥＤランプとバックライトは同じ動作をします。 

赤色は重故障、黄色は軽故障を表します。 

  ・刻印 

故障項目の刻印はラベルプリンターで作成して下さい。 

推奨ラベルは地色が透明で幅１２㎜のものです。 

作成したラベルは、パネルを取り外し、内部の板に貼り付けて下さい。 

 

４－５．外部操作入力 

故障信号入力後、表示と接点信号の保持を解除する為の入力です。ＲＥＳＥＴスイッ

チの代わりとして使用可能です。端子間に電圧を印加するとＲＥＳＥＴスイッチと同

じ動作を行います。０．５ｓ以上の通電で動作します。 

・定格電圧 制御電源と同じ 

  ・定格電流 ２ｍＡ（制御電源ＡＣ２００Ｖの場合） 

 

４－６．制御電源 

・ＡＣ８５～２６４Ｖ ５０／６０Ｈｚ または ＤＣ８５～１４３Ｖ 

 

 ４－７．消費ＶＡ 

１０ＶＡ以下 

 

４－８．外観 

・パネル地色 黒色   ：マンセル Ｎ１．５ 

・カバー色  黒色   ：マンセル Ｎ１．５ 

アイボリー：マンセル ０．０８ＧＹ７．６４／０．８１ 

・本体色   黒色   ：マンセル Ｎ１．５ 
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４－９．絶縁試験 

 （入力及び外部操作入力端子一括⇔アース端子間 

  出力端子一括⇔アース端子間 

  制御電源端子一括⇔アース端子間 

  入力及び外部操作入力端子一括⇔出力端子一括間 

  入力及び外部操作入力端子一括⇔制御電源端子一括間 

  出力端子一括⇔制御電源端子一括間） 

・１００ＭΩ以上（ＤＣ５００Ｖメガー） 

 

４－１０．電圧試験 

 （入力及び外部操作入力端子一括⇔アース端子間 

  出力端子一括⇔アース端子間 

  制御電源端子一括⇔アース端子間 

  入力及び外部操作入力端子一括⇔出力端子一括間 

  入力及び外部操作入力端子一括⇔制御電源端子一括間 

  出力端子一括⇔制御電源端子一括間） 

・ＡＣ２０００Ｖ １分間 ５０／６０Ｈｚ 

（ＡＣ２２１０Ｖ ５秒間 ５０／６０Ｈｚ） 

 

 ４－１１．雷インパルス耐電圧試験 

（電気回路端子一括⇔アース端子間） 

・６０００Ｖ １．２／５０μｓ 

 

４－１２．使用条件   

・使用温度 －１０～５５℃ 

・使用湿度 ３０～８５％ＲＨ（結露無きこと） 

・設置   直射日光の当たる場所、塵埃の多い場所、有毒ガス、塩素ガス等の雰囲

気では使用しないで下さい。 

 

４－１３．重量 

約６００ｇ 

 

５．保 証 

 納入後１ヶ年以内に製造者の責任と明らかに認められる不具合に対しては、無償で修理

致します。 

又、ここで言う保証とは、納入品単体の保証を言い、納入品の故障に起因する損害につ

いては、補償範囲外とさせていただきます。 
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６．注意事項 

 本製品は、一般的な計測装置であり、特別な品質・信頼性が要求され、その故障や誤動

作が直接人命を脅かしたり、人体に危害を及ぼす恐れのある用途（航空・宇宙用・海底

中継器、原子力制御システム、交通機器、医療機器、安全装置等）にご使用をお考えの

際は、事前に弊社営業窓口までご相談ください。 

 

７．動作モード 

動作モードは手動復帰モード（ロックインモード）と自動復帰モード（ノンロックイン

モード）の２種類があります。 

動作モード設定で各故障項目を任意のモードに設定することができます。 

 

・手動復帰モード（ロックインモード） 

故障信号が入力すると、表示を点滅し、接点信号を出力します。 

接点信号は、故障信号の入力がある故障項目の個別出力とその故障項目の集合出力

の接点信号を出力します。 

故障信号がオフしてからＲＥＳＥＴスイッチを１回押すと、接点信号の保持を解除

し、表示部を消灯します。誤操作防止の為、ＲＥＳＥＴスイッチを０．５ｓ以上押

下しなければ保持を解除しません。 

ＲＥＳＥＴスイッチの代わりに外部操作入力への入力（０．５ｓ以上）でも接点信

号の保持を解除し、表示部を消灯します。 

複数の故障項目を保持している場合、復帰は全ての故障項目に対して一括で行いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

故障入力信号 

個別出力接点信号 

ＬＥＤ 

 
ＲＥＳＥＴスイッチ 

又は外部操作入力 0.5s 

集合出力接点信号 
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※故障信号の入力時、ＲＥＳＥＴスイッチ又は外部操作入力の操作は無効です。 

（下図参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自動復帰モード（ノンロックインモード） 

故障信号の入力時は表示部を点灯し、接点信号を出力します。 

接点信号は、故障信の入力がある故障項目の個別出力とその故障項目の集合出力の

接点信号を出力します。 

自動復帰モードにおいて、ＲＥＳＥＴスイッチ又は外部操作入力の操作は無効です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・手動復帰モードの故障項目と自動復帰モード故障項目を同じ集合出力に設定した場合 

例）故障項目１：重故障、手動復帰モード 

  故障項目２：重故障、自動復帰モード 

 に設定した場合、 

故障項目１のみ故障信号を入力すると、個別出力１と重故障出力は手動復帰モード

の動作を行います。 

故障項目２のみ故障信号を入力すると、個別出力２と重故障出力は自動復帰モード

の動作を行います。 

故障項目１と故障項目２に故障信号を入力すると、個別出力１と重故障出力は手動

復帰モードの動作を行い、個別出力２は自動復帰の動作を行います。 

故障入力信号 

個別出力接点信号 

ＬＥＤ 

 
ＲＥＳＥＴスイッチ 

又は外部操作入力 0.5s 

集合出力接点信号 

ＲＥＳＥＴスイッチ 

又は外部操作入力 

故障入力信号 

個別出力接点信号 

ＬＥＤ 

集合出力接点信号 
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８．スイッチ機能 

８－１．ＲＥＳＥＴスイッチ １点 

故障信号入力後、表示と接点信号の保持を解除するスイッチです。 

複数の故障項目を保持している場合、復帰は全ての故障項目に対して一括で行 

います。 

 

８－２．ＴＥＳＴスイッチ ５点 

８－２－１．５秒未満の押下 

ＴＥＳＴスイッチの５秒未満の押下で、集合出力及び動作モードの設定を確認す

ることができます。 

・集合出力の設定の確認 

ＴＥＳＴスイッチを押下（５秒未満）した時、 

表示色が赤色の場合は重故障に設定されていることを表します。 

表示色が黄色の場合は軽故障に設定されていることを表します。 

・動作モードの設定の確認 

ＴＥＳＴスイッチを押下（５秒未満）した時、 

表示が点滅の場合は手動復帰モード（ロックインモード）に設定されている

ことを表します。点滅周期は０．４ｓです。 

表示が点灯の場合は自動復帰モード（ノンロックインモード）に設定されて

いることを表します。 

 

８－２－２．５秒以上の押下 

ＴＥＳＴスイッチの５秒以上の押下で、ＬＥＤランプの表示、各種接点信号を出力

することができます。 

ＴＥＳＴスイッチを５秒以上押下すると、その故障項目の個別出力と、集合出力

の接点信号を出力します。 

接点信号の出力中は表示を１．０ｓの周期で点滅します。 

ＴＥＳＴスイッチの押下を継続している間は、表示の点滅と接点信号の出力を

継続します。 

ＴＥＳＴスイッチを放すと表示と接点信号の出力をオフします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個別出力接点信号 

ＴＥＳＴスイッチ 

5.0s 

ＬＥＤ 

 0.5s 
1.0s 

集合出力接点信号 

集合出力及び動作モード 

の設定確認が可能です 
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９．外形・取付寸法 

９－１．外形図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

  ９－２．パネルカット寸法（前面視） 

 

    締め付けトルク：１．５～２．０（Ｎ・ｍ） 

 

 

２－Φ６ 

Φ１０２孔 

９０±０．５ 

９０±０．５ 

注意 

Ｍ３ネジ締め付けトルク：０．５～０．６（N・m） 

Ｍ４ネジ締め付けトルク：１．２～１．４（N・m） 

Ｍ４ネジ Ｍ３ネジ 

１１０±１ 

１１０±１ 

RESET 

TEST 

1 2 3 4 5 

Φ１００±１ 

１８±０．５ ８８±１ 
２７±１ 

Ｍ５ネジ 
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１０．内部ブロック図 
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CPU 

11 

制御電源 
12 

 

3 

4

2 
5

4

2 
6 

13 

 

FG 

故障表示ランプ 1 

故障表示ランプ 2 

故障表示ランプ 3 

故障表示ランプ 4 

故障表示ランプ 5 

個別出力 1 

個別出力 2 

個別出力 3 

個別出力 4 

14 

15 

16 

17 

18 
個別出力 5 

19 
個別出力ＣＯＭ 

重故障出力 

（集合出力） 

7 

8 

軽故障出力 

（集合出力） 

9 

10 

故障電圧入力 1 

故障電圧入力２ 

故障電圧入力３ 

故障電圧入力４ 

故障電圧入力５ 

故障電圧入力ＣＯＭ 

20 

21 
外部操作入力 


